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ヘキサメチjレベンゼンの熱容量測定を昇温及び冷却の両方向で90K から 150 Kの温度範囲で行った。 100
Kから 135 Kの広い温度範囲でヒステリシス現象がみられた。 E →E転移(冷却方向)はおよそ 109 K , 















定から決定する方法である D 乙の装置は 100 K と室温の間で加熱方向の熱容量値と 0.1 %程度以内で一
致するデータを与えた。
ヘキサメチルベンゼンの相 E と相皿の聞の転移( 116 K) は一次転移で大きなヒステリシス現象を示
す。乙れについて詳しい実験的研究を行い，多くの新しい知見を得た。すなわち，従来の定説と異なり
転移温度は定点ではなく，試料をど乙まで加熱したか又は冷却したかによって移動する乙とがわかった。
また転移領域の途中で逆行させても転移は直ちに逆行せず，再度転移点を通過すると熱容量のピークが
二つに割れる乙とを見出したD
乙れらの新現象の発見は世界で最初のものであり，真に熱力学的な転移温度を決定する方法を示した
のも最初であり，結果の解釈についてもユニークなモデ、jレを提出した。
乙のように好本君の論文は理学博士の学位論文として十分な価値あるものと認める。
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